
 

 

 

 

 ＪＡえちご上越 自己改革通信 
 

 

 １．令和６年産米の概況  

 

 

 今年度は、異常気象への対応として、水の管理徹底や肥料の散布方法など、生産者の皆さんと

取り組みを強化してまいりました。また、気候も雨量、気温共に大きく生育に影響をおよぼすこ

ともなかったことから、等級比率の大幅な回復となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２．えだまめ販売金額１億円突破！  

これまで、JA えちご上越では「えだまめ」を園芸重点品目にかかげ、生産拡大と共同選別方

式（JA が選別やパッケージを行い生産者の皆さんには栽培に専念していただく）により、ブラ

ンド力向上と複合営農による所得増大を目指し、取り組みを行ってまいりました。 

今年度、長年目標としてかかげていた販売金額１億円を達成いたしました。 

この間、新たにえだまめを栽培された皆さんや、生産拡大に取り組まれた皆さんにおかれまし

ては、生産技術の研究はもちろんのこと、多くの面でご苦労があったかと思われますが、おかげ

さまで長年の目標が達成されました。 

今後も更なる面積拡大とブランド力強化によって農業所得増大を目指しましょう。新たに導入

を検討されている方は下記までご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３．令和６年度 前期対話運動について  

令和６年度の対話運動（前期）の取組結果及び、いただいた意見に対するご回答の一部を報告

いたします。多くのご意見をいただきありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）地域別・品種別上位等級比率一覧          (令和６年１1 月 12 日現在) 

  品種 
上位等級比率（％） 

頸北わかば地域 上越地域 頸南地域 ひすい地域 全体 

つきあかり 82.3 66.4 89.7 75.2 74.2 

こしいぶき 87.5 92.8 95.2 90.8 91.3 

コシヒカリ 92.2 90.6 94.0 87.1 91.3 

にじのきらめき 91.0 86.0 93.8 － 88.0 

みずほの輝き 93.8 93.3 95.1 － 93.6 

 

（２）品種別の主な格下げ理由 

品種 主な格下げ理由 

つきあかり 未熟粒（心白・背白・腹白・青未熟）、被害粒（カメムシ） 

こしいぶき 未熟粒（青未熟）、被害粒（カメムシ） 

コシヒカリ 未熟粒（心白・背白・基部未熟）、被害粒（カメムシ・発芽粒・砕粒含む胴割粒） 

にじのきらめき 未熟粒（背白・基部未熟）、被害粒（砕粒含む胴割粒・黒い着色粒・カメムシ） 

みずほの輝き 未熟粒（背白・基部未熟）、被害粒（砕粒含む胴割粒・黒い着色粒・カメ・発芽粒） 

 

（３）販売動向について 

１０月に入り販売先より令和６年産米の早期出庫の要望が多くあり、主食用米につい

ては例年より出庫が進んでいる状況です。一方全農では８月～９月は前年比１７２％と

なったものの１０月に入ると前年比９５％と出荷ペースは鈍化してきています。 

価格が高騰する中で、店頭では 3,000 円/５㎏を超える商品は売れにくい状況もある

ようで、精米日から時間の経過した商品の値引きや、3,000 円以下の店頭価格に抑える

ための４㎏精米商品の陳列なども見られます。また、例年１０月～１１月は縁故米が多

く出回ること、今年は７月～８月で買い溜めされた家庭内在庫があることなどから１２

月以降の消費動向は不透明です。 

美味しい!!美味しい!!
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以前から小袋の化成肥料の販売について話をしていたが、販売にな

ったので重宝している。高齢の為、重い肥料を運ぶのが大変だったの

で、ありがたい。 

以前よりいただいていた声を生かし、『農家想い』（１０㎏）を販売

いたしました。ご好評の声を多くの方からいただいております。 

肥料価格の高騰の中、予約注文のお陰で多少は助かっている。もう

少し安価で買える肥料の注文もあればよい。 

今後も、予約注文を結集し、価格を抑える努力をしてまいります。

継続して予約注文でお申し込みください。 

上記のように生産資材に対する声を多くいただい

ております。 

本ブリッジにおいても、生産資材の JA 利用につ

いて、改めて記載しておりますのであわせてご覧く

ださい。 

園芸出荷施設 025-521-5181

上越営農センター 025-524-3266

頸北わかば営農センター 025-530-3000

頸南営農センター 0255-78-2475

ひすい営農センター 025-552-6272



 工場直送をご利用いただいた場合、奨励内容に基づき該当する価格より値引きしま

す。詳しくは「営農生産ガイド」をご覧いただくか、各資材店舗・グリーンセンターへ

お問い合わせください。 

 ４．生産資材の JA利用について  

 本年度も JA えちご上越では、良質で安価な生産資材の安定供給を行うため、生産資材の共同

購入・予約購買を柱とした事業展開と仕入機能の強化を図っております。 

 改めて生産者の所得増大、農業生産の拡大に向けた取り組みとして、生産資材 JA 利用メリッ

トへのご理解を深めていただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ご予約申込をいただいた肥料・農薬の合計金額（税込）に応じ、下記基準に基づき割り

引きします。 

※要領により生産組織等の場合、代金のお支払いが１取引先（１口座）の精算が条件となります。 

ＪＡ利用メリット 
「越後の輝き有機

50元肥エコ20㎏」が

例：合計金額が２００万円～
３００万円未満の場合

秋渡し予約引取り価格

5.5％の割引で

3,329円

3,523円

194円お得！

引取り価格

3,719円

引取り価格

3,523円

●春渡し予約配達価格

3,829円

●秋渡し予約配達価格

3,633円

例：ご予約・引取りにて「越後の輝き有機５０元肥エコ２０ｋｇ」を購入の場合

※下記価格は、令和６年度５月現在の税込価格です。

当用配達価格

4,023円

約１０％

３９０円

お得！

約5％

194円

お得！

引取りで

110円値引き

計500円お得！

引取りで

110円値引き

計304円お得！

１．営農指導員が皆様の生産活動をサポート  

 生産指導から販売まで途切れることのない一貫した対応で、皆様の期待に応

えます。栽培方法や肥料・農薬等の使用方法を適切にアドバイスします。 

２．「農業所得申告支援システム」が農業経営をサポート 

 JA との取引（販売・購買・一部の貯金取引）を１年分集計し、項目別に帳

票を作成しご提供します。システムの利用により、農業所得の収支計算および

申告事務を軽減することができます。 

３．予約購入・引取りで、より安価でご提供 

 予約購入で割引価格。さらに引取りで肥料は５.５円／㎏（税込）、農薬は５５円／個

（税込）を配達価格より値引きします。 

４．肥料・農薬の大口利用者奨励 

５．肥料・床土・培土の工場直送奨励 

 JA えちご上越推奨の土づくり肥料の各単価（当用・予約）から２２０円（税込）を差

し引いた金額でご提供します。 

６．土づくり運動奨励 

さらに、令和６年度には利用高に応じた配当（事業分量配当）

も実施いたしました。 

大 口 奨 励 基 準 表 



 ５．第７次中期計画の振り返りについて  

当 JA では、令和４年度から第７次中期計画の実践を行っています。 

本年度は最終年であることから３年間の振り返りを行い、次期の取り組みに反映させていく年

となります。 

今回は、計画の必要性と、これまでの第７次中期計画の振り返りをご報告いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６．金融 QR伝票作成について  

10 月より支店・出張所において新たな金融システムの導入が始まっています。 

今般のシステム更改にあたり、ご自宅で JA 窓口の入金・払戻し・振込伝票を事前に作成でき

る、「QR 伝票作成サービス」が開始され、ご利用いただけるようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組織理念実現に対して、達成されるべき１０年後の姿を下記の「長期ビジョン」として

ゴールに据えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇第７次中期計画の振り返り◇ 

 第７次中期計画では、異常気象の頻発やコロナ禍、資材価格高騰など、厳しい環境の中で

事業運営に苦慮しながらも、解決策は組合員との徹底した対話の中に見出せるものとして取

り組みを行ってまいりました。 

組合員、地域とのつながりを意識した業務運営の継続が求められていることを踏まえ、自

己改革目標とその達成に向けたプロセスを意識し、計画を実践してまいりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長期ビジョン 

みんなが喜ぶ実りある農業
みんなと一緒に元気な地域を

つくる協同組合

みんなの期待に応え続ける

力強い経営基盤

◇中期経営計画◇ 

 

それぞれの「長期ビジョン」達成に向け、具体的な取り組みを「重点取組事項」とし

て示し、事業運営を行っております。 

  一度作成したデータを再利用可能 

  取引所要時間の短縮 

  手書きが不要 ① 

② 

③ 

～ QR 伝票作成ツール ～ 

来店時がす

ごくスムー

ズになる

ね。 

各店舗のシステム更改日 

※下表の更改日以降にサービス利用が開始となります。 

チラシの用意もございます。 

お問い合わせは、お近くの支店、

出張所窓口まで 

「みんなが喜ぶ実りある農業」 

 

・需要に応じる米生産、園芸重点

品目生産の拡大、直売所の品揃

え確保と販売チャネルの確保 

・生産資材価格引き下げ、農機生

産コストの低減 

・農業経営計画策定支援、畜産経

営の収益性向上、営農指導のデ

ジタル化 

・農地集積円滑化支援や労働力確

保支援 

「みんなと一緒に元気な地域を

つくる協同組合」 

・生活店舗の効率化 

・共済利用者を中心とした事業

利用拡大、ライフプラン実現

のための適切な推進、多様な

ニーズに応じた資金提供 

・支店協同活動のリニューア

ル、組合員の声の事業反映 

・「食」「農」「協同組合」に関す

る情報発信 

「みんなの期待に応え続ける力

強い経営基盤」 

・人員体制整備、施設整備 

・営業体制構築 

・営農施設再編 

・燃料の安定的なサービス提供 

・購買事業の利便性向上 

・質の高い介護サービスの提供 

・葬祭収支改善 

・活力ある職場づくり 

・デジタル化によるサービス向

上 

◎存在意義 ＝「組織理念」

　JAえちご上越は、組織の存在意義を、かかわりをもつ全ての人々の想いの結集である
「組織理念」としてかかげております。つまり「組織理念」が存在意義そのものとなっ
ており、下記の組織理念を実現するため取り組みを行います。

「ＪＡえちご上越は協同のこころのもと

農業を発展させ豊かな地域社会を実現します。」


